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生体親和性高分子は多くの人工心肺や人工血管などの医療材料に利用され、高齢社会を迎えた現代にお

いて迅速な発展が不可欠な研究分野である。研究代表者の所属研究室では優れた生体親和性高分子として

知られる poly(2-methoxyethyl acrylate) (PMEA と略記)を中心として、その機能発現メカニズムや高機能化、

臨床応用に関する研究を行っている。PMEA の大きな特徴として、「中間水」と呼ばれる特殊な水和構造を有

しており、この中間水がタンパク質や細胞といった生体物質に対するバリアとして働くと考えられている。本研

究では Bio-SPM 共同研究の予備検討として、固体界面の水和層を可視化できる周波数変調型 AFM (FM-
AFM)を使用し、生体親和性高分子界面における「中間水」層を可視化することを目的とした。 

試料には研究代表者らが普段より使用している、PMEA を PET フィルム上にスピンコートした膜に

加え、PMEA 片末端をシリコンウエハー上に化学結合で固定した PMEA ブラシを使用した。金沢大学

淺川准教授の協力のもと、FM-AFM による観察を行ったが、結果としては今回の研究内では明確な水

和層を観察するには至らなかった。FM-AFM 測定でこれまでに報告されている水和層観察の研究成果

は、例えば雲母のような、非常に平滑な無機表面での研究が多い。それに対し今回我々は、生体親和性

材料として実際に使用されている柔らかい高分子表面を使用した。そのため、先行研究例のように界

面が明確でなく、また測定で検出した斥力の起源が水和層によるものか、高分子によるものかがはっ

きりしない問題点があり、明確な観察には至らなかった。しかし、界面の状態をより正確に把握した上

で測定パラメータを適切に設定できれば、今後うまく観察ができる可能性を感じられた。今後はより

簡潔なモデル系からの検討が必要であるが、その判断に至る良好な成果が得られたと言える。
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